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取扱説明書

1. 取扱説明書

取扱説明書は本装置のライフサイクル全体について説明しています。本説明書はすべてのユーザーの手の届く所
に保管し、また、本装置の新しい所有者が利用できるようにしておいてください。

警告！

本取扱説明書には安全性についての重要な情報が含まれています！

記載されている注意事項に留意しないと、危険な状況が生じます。

• 取扱説明書を読み、理解している必要があります。

1.1. 表記

危険！

切迫した危険についての警告！

• 遵守しない場合、死亡または重傷につながります。

警告！

危険な状況に陥る可能性についての警告！

• 遵守しない場合、重傷または死亡につながる恐れがあります。 

注意！

潜在的危険性についての警告！

• 遵守しない場合、中度または軽度の負傷につながることがあります。 

注記！ 
物的損害についての警告！

• 遵守しない場合、装置またはシステムに損傷が生じることがあります。 

重要な追加情報、注意事項及び推奨事項が示されています。

本取扱説明書あるいは他の文書の情報の参照指示です。

 実行する必要のある作業手順を示します。
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使用目的

2. 使用目的

AirLINEを適切に使用しない場合、人、周囲のシステムおよび環境に危険が及ぶ可能性があります。

• 本装置は、爆発の危険性がある環境内で使用するために設計されています。装置は、空圧式装置を制御する
ために使用できます。

• 保護なしでの野外使用は避けてください。

• 使用に際しては、契約書類および取扱説明書に指定された許容データ、稼働・使用条件を遵守してください。
これらについては 6.テクニカルデータ  の章に記載されています。

• 装置は、Bürkertが推奨する、もしくは承認する場合にのみ、他社の装置やコンポーネントと組み合わせて使用
してください。

• 適切な輸送、保管、設置および正確な操作とメンテナンスは、安全かつ問題のない作動の前提条件となります。

• 装置は適切に使用してください。

AirLINEシステムタイプ8644は、認識された安全規則に従って開発され、最先端技術に対応しています。しか
しながら、危険が生じる可能性があります。

本取扱説明書および記載されている注意事項を遵守しない場合や装置に許容されない干渉があった場合、
弊社はいかなる責任を負うものでなく、装置やアクセサリの保証も無効となります！

2.1. 規制
システム/装置を実行する場合は現在の制約を遵守してください。

2.1.1. Ex認可

Ex認可は、Bürkertの許可を受けたモジュールとコンポーネントを本取扱説明書に記載されているように使用する
場合にのみ有効です。

電子モジュールは、Bürkertの承認を受けた空圧バルブタイプとの組合せでのみ使用できます。そうでない場合、Ex
認可は無効になります！

許可されていない変更をシステム、モジュールまたはコンポーネントに加えた場合もEx承認は無効になります。

2.2. 予測可能な誤用
• アグレッシブまたは可燃性の媒体をシステムの媒体接続部に注入しないでください。

• ハウジングに物理的負荷をかけないでください(例えば、物を置くか、ステップとして)。

• 圧力下のシステムでは、配管やバルブを緩めないようにしてください。

• いずれの場合も、システムに介入する前に電圧をオフにしてください！

• 切り替え時の圧力低下を避けるため、できるだけ大きな圧力を供給してください。

タイプ8644
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基本的な安全注意事項

3. 基本的な安全注意事項
これらの安全注意事項は以下の点には考慮されていません：

• 装置の設置、操作およびメンテナンス中に発生する可能性のある偶発事象や発生。

• 設置担当者や事業者が責任を負うべき現地の安全規則。

高圧による危険！ 

• ラインやバルブを外す前に圧力を抜いてラインのエア抜きを行ってください。

電圧による危険！

• 装置またはシステムに介入する前に、電圧をオフにしてから再度オンにしてください！

• 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則を遵守してください！

連続運転中の装置表面の高温による火傷/火災の危険！

• 装置を引火性物質や媒体から遠ざけ、素手で触れないようにしてください。

一般的な危険状況。

怪我を防ぐために以下の点を遵守してください：

• システムが誤って作動しないようにしてください。

• 取付け・メンテナンス作業は、必ず有資格の専門スタッフが適切な工具を使用して行うようにしてください。

• 電気または空圧供給の中断後、定義、もしくは制御されたプロセスの再起動が保障されるようにしてください。

• 装置は完全な状態で、取扱説明書に従ってのみ使用する。

• 使用プランと装置の操作には、一般的な技術規則を遵守する。

注記！ 
システムは直流でのみ操作してください！
システムの損傷を防ぐため、直流でのみシステムに電流を供給してください。

圧力低下を避けてください！
圧力低下を避けるために、システムの圧力供給を可能な限り大きくしてください。

静電気による危険がある部品/アセンブリ！
装置には帯電した静電気(ESD)に過敏に反応する電子部品が含まれています。静電気を帯びた人員や物品との
接触はこれらの部品の損傷につながります。最悪の場合、部品が瞬時に破壊したり、起動後に故障する恐れがあ
ります。

• 急激な静電気の放電による損傷を避ける、あるいは最小限にするために、EN 61340-5-1および5-2の要件を遵
守してください！

• また、電圧が供給されているときに電子部品に触れないように注意してください！  

タイプ8644
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4. 一般注意事項

4.1. 納入品
発注品を受け取った直後、内容に損傷がないか、種類や数量が納品書または梱包リストと一致していることを確認
してください。

不一致の場合は直ちにお問い合わせください。

4.2. 連絡先
日本

Bürkert Fluid Control Systems
Sales Center
Christian-Bürkert-Str. 13-17
D-74653 Ingelfi ngen
Tel.  + 49 (0) 7940 - 10 91 111
Fax  + 49 (0) 7940 - 10 91 448
E-mail: info@de.buerkert.com

International 
連絡先はプリント版取扱説明書の最終ページを参照してください。

また以下のサイトでもご確認いただけます：

www.burkert.com  Bürkert  Company  Locations

4.3. 保障
この印刷物には保証は含まれていません。ここでは、一般的な販売および配送条件について触れています。保障の
前提条件は、指定された使用条件に留意のうえでの装置の適正使用です。 

保証は、AirLINEシステムタイプ8644とそのコンポーネントのエラーにのみ適用されます。

装置の故障または誤動作による結果的損害は、一切の責任を負いません。

4.4. 認可
Bürkert銘板に付いている承認マークは、Bürkert製品を指します。完全なバルブマニフォールドを承認するために
は、型式検査証明書付きのゲートウェイを使用する必要があります。この場合、承認された型式検査済みのユニッ
トを備えたバルブマニフォールドを最大64個のバルブまで拡張することができます。

タイプ8644
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一般注意事項

4.5. インターネット上の情報
タイプ8644についての取扱説明書とデ ータシートは右のインターネットサイトでご覧になれます：

www.burkert.jp   ドキュメント  データシート/取扱説明書  タイプ8644 Wago

さらに、ID番号804625で注文可能な完全なドキュメントはCDに用意されています。

テクニカルデータ、構成ファイル、Wago社のバスカプラおよび電気機能端子の詳細な説明はホームページから入
手できます：

www.wago.com  ドキュメント  Wago I/O - システム750

Bürkert社は、このホームページの適時性、リンク先ページの技術的またはイメージ的な変更に影響を与えません。
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5. システム詳細

5.1. 使用範囲
AirLINEシステムは、産業環境での分散使用のために設計されています。モジュラー構造により、電子と流体を特に
簡単かつ効率的に組み合わせることができます。

危険！

爆発の危険性！

制御キャビネットで使用される防爆領域内のシステムの場合、次のことを保証する必要があります：

• 制御キャビネットは、防爆領域内での使用が承認されている必要があります。

• 制御キャビネットは、結果として生じる熱損失が適切な方法で外部に散逸されることができるような大きな寸
法にする必要があります。

• 制御キャビネットの内部温度は、装置の最大許容周囲温度を超えないようにしてください。

電圧による危険！

• 装置またはシステムに介入する前に、電圧をオフにしてから再度オンにしてください！

• 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則を遵守してください！

5.2. システムの説明

図 1: タイプ8644 AirLINE Wago

タイプ8644
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システム詳細

タイプ8644 Bürkert-AirLINEは、制御キャビネットまたは制御ボックスで使用するために設計された電気および空
圧式オートメーションシステムです。連続システムでは、すべての電子および空圧式コンポーネントが標準化されて
いるため、単純なルールに基づいて、異なる機能の空圧、電気および電子モジュールを簡単に組み合わせることが
できます。すべてのコンポーネントは、ロック機構によって接続されています。その際、必要な電気的接続も行われま
す。たとえば、バルブと電源出力を1つのフィールドバス接続と組み合わせることができます。多数の電気モジュール
(端子)は、特殊な空圧モジュール(バルブディスク)に取り付けられたバルブと簡単に組み合わせることができます。

システムはフィールドバスノード、バルブブロックおよび接続モジュールの最小構成で構成されています。バルブブ
ロックの前後に端子を配置することができます。

5.3. システムの構造

フィールドバス

中央制御
(PLC等)

フィールド
バスノー
ド1

(PROFIBUS 
DP等)

DO

2x

バ
ル
ブ
デ
ィ
ス
ク

2x バ
ル
ブ

バ
ル
ブ

フィールドバスノード2

フィールドバスノード...

フィールドバスノードn

電子
基本モジュール

空圧
基本モジュール

AI

2x

DI

4x

終
端
モ
ジ
ュ
ー
ル

接
続
モ
ジ
ュ
ー
ル

バ
ル
ブ
デ
ィ
ス
ク

2x 4x

バ
ル
ブ
デ
ィ
ス
ク

バルブブロック

接
続
モ
ジ
ュ
ー
ル

図 2: Bürkert AirLINEシステムの概略図
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システム詳細

5.4. 典型的な特徴と利点

5.4.1. AirLINEの典型的な特徴

• 簡単な取り扱い、

• 制御ボックスまたはキャビネットの機能ブロック指向設計、

• 電源回路、データ回路、安全回路、潜在的なグループの自動構築、

• オープン、フレキシブル、モジュラー構造、

• 空間と価格最適化ステーション構築のための異なる粒度(2倍、4倍、...)でのバルブディスクと端子の組み合わせ。

5.4.2. AirLINEのメリット

• 流量最適化バルブの構成：

  - 10 barまでの真空の圧力範囲 

  - バルブの幅が10 mmまたは16 mmの場合、流量は約300 l/minまたは700 l/min

• 空圧式基本モジュール(オプション)の背圧バルブの統合

• 無給油空気およびや給油空気でのフリッパー技術による長期耐用年数、

• 高モジュール性によるさまざまな機能、構成および拡張機能の簡単な組み合わせ、

• 多様なバルブ機能：3/2-、5/2(多様な)および5/3ウェイ機能、

• 機械式手動操作、

• チェーン内で異なる圧力レベルが可能、

• 動作圧力表示のための圧力計の統合、

• 両側の接続モジュールによる中央圧縮空気供給および中間供給が可能です。

タイプ8644
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5.5. バルブブロックの図解

2倍 バルブブロック

接続モジ
ュール右

8倍 バルブブロック

中間供給

ステーションの動作圧力表示用圧力計

接続モジ
ュール左

供給用接続部とエア抜きポート

作動接続部

図 3: Bürkert AirLINE-システムモジュールの図解
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システム詳細

5.6. 分解図

5.6.1. 分解図 - バルブマニホールド 11 mm

Wagoフィールドバスノード

ME02

8倍 バルブブロック

2倍 バルブブロック

ME02

2倍 バルブブロック

ME02

Wago接続モジュール

バルクヘッド

MP11

ME02

カバープレート

6524
(2 x 3/2ウェイ)

6524

6525

0460

図 4: 分解図 - バルブマニホールド 11 mm
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システム詳細

5.6.2. 分解図 - バルブマニホールド 16.5 mm

Wagoフィールドバスノード

Wago接続モジュール

ME03

2倍 バルブブロック

3倍 バルブブロック

ME03

4倍 バルブブロック

2倍 バルブブロック

ME03

ME03

MP12

アクセサリ

カバープレート

6526

6527

6524

6525

0461

図 5: 分解図 - バルブマニホールド 16.5
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テクニカルデータ

6.   テクニカルデータ

6.1. 動作条件

警告！

怪我の危険！

屋外使用での誤動作！

• タイプ8644 AirLINEシステムを屋外で使用したり、許容温度範囲を超える熱源を使用しないでください。

許容温度

保管温度：           -20 ...+60 °C

許容湿度：           平均75%、時折85%

許容空気圧

操作：             80～106 kPa (海抜2000 mまで)
保管/輸送：           70～106 kPa (海抜3000 mまで)

保護クラス：           VDE 106、IEC 60536に準拠したクラス3

保護等級：           IEC 60529に準拠したIP20

6.2. システム全体のテクニカルデータ
電源

定格電圧            24 V / DC
許容差            -15% / +20%
バルブタイプ：0460、0461       -10% / +10%
バルブタイプ：6524 (2 x 3/2ウェイ)    -15% / +10%

電流負荷容量

バルブブロック(フロント接続)      最大2.5 A

バルブタイプ バルブ電流
電力削減前 電力削減後

6524 43 mA 28 mA
6524 (2 x 3/2ウェイ) 43 mA 18 mA

6525 43 mA 28 mA
6526 85 mA 52 mA
6527 85 mA 52 mA
0460 41 mA -
0461 41 mA -

最大消費電流

タイプ8644
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テクニカルデータ

ロジック電圧       I_ログ = I_ログ_FBKN + Σ I_モジュール
I_ログ          消費電流 5 V - ロジック領域
I_ログ_FBKN        フィールドバスノードの比例電流

 (Wago - ドキュメントの対応する仕様を参照)

Wagoフィールドバスノード/端子に関するさらなる製品情報は次のインターネットに記載されていま
す：www.wago.com  ドキュメント  Wago I/O - システム750

I_モジュール        5 Vの比例電流 - 電子基本モジュールのロジック領域、最大15 mA
I_バルブ         バルブ電圧 - 電力削減前後

フィールドバスノード     Wagoドキュメントを参照

周囲温度は使用しているモジュールに依存します。組み立てでは、モジュールが最も重要になります。

モジュール： バルブタイプ：6524、6525、6526、6527  0 ...+55 °C
モジュール： バルブタイプ：0460、0461     0 ...+50 °C

6.3.   バルブブロックのテクニカルデータ
定格運転モード        連続運動(100% ED)

保護等級(端子仕様)      IP20

保護クラス         VDE 0580準拠の3

総電流           電気接続技術、拡張ステージおよび制御に依存します

バルブマニホールド 11 mm

バルブの
作動方式

C/D(3/2ウェイ)
タイプ6524

2xC(2 x 3/2ウェイ)
タイプ6524

L/N(5/3ウェイ)
タイプ0460***

バルブの
作動方式

H(5/2ウェイ)
タイプ6525

- H(5/2パルス)
タイプ0460

流量 300 l/min 300 l/min 200 l/min

圧力範囲
(P遮断付き)

2.5 ...7 bar
5 ...7 bar

2.5 ...7 bar
-

2.5 ...7 bar
-

電力 1 W
*

2 x 1 W
電力削減あり

0.9 W

電力削減前の
電流

43 mA 2 x 43 mA 41 mA

電力削減後の
電流

28 mA 2 x 18 mA -

バルブ位置(最大) 64 32 32

タイプ8644
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テクニカルデータ

電気モジュール 2倍、8倍
単安定

2倍 2 x 単安定
8倍 2 x 単安定

2倍、8倍
双安定

空圧モジュール 2倍、8倍 2倍 2倍 双安定

周囲温度 0 ...+55 °C 0 ...+55 °C 0 ...+50 °C
動作電圧 24 V / DC、-15% / +20% 許容差**、

フィールドバスインターフェースの残留リップル 5%

*    電力削減(モジュール)
**  Exバージョンで最大 +10%
***  次の制限は、システム全体の電圧供給許容差(システム全体のテクニカルデータ参照)に適用されます：バルブ
タイプ：0460 ± 10%

バルブマニホールド 16.5 mm

バルブの
作動方式

C/D(3/2ウェイ)
タイプ6526

L/N(5/3ウェイ)
タイプ0461***

バルブの
作動方式

H(5/2ウェイ)
タイプ6527

H(5/2パルス)
タイプ0461

流量 700 l/min 500 l/min

圧力範囲
(P遮断付き)

2 ...10 bar
-

2.5 ...7 bar
-

電力 1 W 2 W 0.9 W
電力削減前の
電流

42 mA 85 mA 41 mA

電力削減後の
電流

33 mA 52 mA -

バルブ位置(最大) 32 24

電気モジュール 2倍、3倍*、4倍
単安定

2倍 双安定

空圧モジュール 2倍、3倍*、4倍 2倍 双安定

周囲温度 0 ...+55 °C 0 ...+50 °C
動作電圧 24 V / DC、-15% / +20% 許容差**、

フィールドバスインターフェースの残留リップル 5%

*   3 x 10 mmバルブ(バルブマニホールド16.5用)
**  Exバージョンで最大 +10%
***  次の制限は、システム全体の電圧供給許容差(システム全体のテクニカルデータ参照)に適用されます：バルブ
タイプ：0461 ± 10%

タイプ8644
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テクニカルデータ

6.4. 接続モジュールの空圧データ
許容温度(保管/輸送)     -20 ...+60 °C

許容湿度(駆動)       平均75%、時折85%

注意！

0 ... +55 °Cの範囲では、湿度(> 85%)の上昇に対して適切な措置を講じてください。

車両から閉鎖されたスペースに供給された場合、時々、外側ハウジングでわずかな結露が短時間発生すること
があります。 

許容空気圧

動作          80～106 kPa (海抜2000 mまで)

保管/輸送         70～106 kPa (海抜3000 mまで)

保護クラス       VDE 106、IEC 60536に準拠したクラス3

保護等級         IEC 60529に準拠したIP20

6.4.1. 接続モジュールの寸法

ME02左 ME03左 ME02中央 ME03中央 ME02右 ME03右

ハウジングカバー

(幅 x 高さ x 奥行き)

61 x 73 x 
124 mm
(ラッチフッ
クを含む)

74 x 95 x 
142 mm
(ラッチフッ
クを含む)

52 x 71 x 
119 mm
(ラッチフッ
クを含む)

66 x 93 x 
142 mm
(ラッチフッ
クを含む)

54 x 73 x 
121 mm

63 x 95 x 
142 mm

重量 220 g 400 g 118 g 335 g 220 g 390 g

タイプ8644
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テクニカルデータ

6.4.2. システム全体の観点から見た性能特性

接続モジュール、左(ME02、ME03)

左側の接続モジュールは電気的に「受動的」

 ロジカル  プロセスイメージがないため、アドレスは必要なし

 機械式    ME02 - 取付け寸法43 mm 
ME03 - 取付け寸法56 mm

 電気式   消費電流なし

 液体   バルブブロックの左制限、左供給

接続モジュール、中央(ME02、ME03)

中間供給は電気的に「受動的」

 ロジカル  プロセスイメージがないため、アドレスは必要なし

 機械式    ME02 - バルブマニホールド33 mm 
ME03 - バルブマニホールド42 mm

 電気式   消費電流なし

 流体   追加供給

接続モジュール、右(ME02、ME03)

右側の接続モジュールは電気的に「受動的」

 ロジカル  プロセスイメージがないため、アドレスは必要なし

 機械式    ME02 - 取付け寸法47 mm 
ME03 - 取付け寸法56 mm

 電気式   消費電流なし

 液体   バルブブロックの右制限、右供給

タイプ8644
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テクニカルデータ

6.5. 電気データ

6.5.1. 電子基本モジュールME02 / 2倍 単安定 
ME02 / 2倍 2 x 単安定

テクニカルデータ ME02 / 2倍 
単安定

ME02 / 2倍 
2 x 単安定

寸法(幅x高さx奥行き) 22 x 70.5 x 52 mm 22 x 70.5 x 52 mm

重量 38 g 38 g

保管温度 -20 ...+60 °C -20 ...+60 °C

定格負荷電圧 DC 24 V DC 24 V

バルブ出力の数 2 2 x 2

切り替え時のバルブ位置ごとの消費電流 43 mA 2 x 43 mA

約65 ms後のバルブ位置ごとの消費電流 28 mA 2 x 18 mA

バックプレーンバスからの消費電流 最大15 mA 最大15 mA

バルブ状態の表示 バルブ位置ごとの黄色
LED1個

バルブ位置ごとの黄色
LED2個

作動トルクにおけるモジュールの電力損失 2 W 4 W

スイッチング動作後65 msのモジュールの電力損失 
(抵抗での電力損失2 x 0.25 W、バルブコイルで
2 x 0.25 W)

1 W -

スイッチング動作後110 msのモジュールの電力損失 - 1 W

タイプ8644
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テクニカルデータ

6.5.2. 電子基本モジュールME02 / 8倍 単安定 
ME02 / 8倍 2 x 単安定

テクニカルデータ ME02 / 8倍 
単安定

ME02 / 8倍 
2 x 単安定

寸法(幅x高さx奥行き) 88 x 70.5 x 52 mm 88 x 70.5 x 52 mm

重量 94 g 94 g

保管温度 -20 ...+60 °C -20 ...+60 °C

定格負荷電圧 DC 24 V DC 24 V

バルブ出力の数 8 8 x 2

切り替え時のバルブ位置ごとの消費電流 43 mA 2 x 43 mA

約65 ms後のバルブ位置ごとの消費電流 28 mA 2 x 18 mA

バックプレーンバスからの消費電流 最大15 mA 最大15 mA

バルブ状態の表示 バルブ位置ごとの黄色
LED1個

バルブ位置ごとの黄色
LED2個

作動トルクにおけるモジュールの電力損失 8 W 16 W

スイッチング動作後65 msのモジュールの電力損失 
(抵抗での電力損失8 x 0.25 W、バルブコイルで
8 x 0.25 W)

4 W -

スイッチング動作後110 msのモジュールの電力損失 - 4 W

タイプ8644
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6.5.3. 電子基本モジュールME02 / 2倍 双安定 
ME02 / 8倍 双安定

テクニカルデータ ME02 / 2倍 
双安定

ME02 / 8倍 
双安定

寸法(幅x高さx奥行き) 22 x 70.5 x 52 mm 88 x 70.5 x 52 mm

重量 38 g 94 g

保管温度 -20 ...+60 °C -20 ...+60 °C

定格負荷電圧 DC 24 V DC 24 V

バルブ出力の数 2 x 2 8 x 2

切り替え時のバルブ位置ごとの消費電流 41 mA 41 mA

バックプレーンバスからの消費電流 最大15 mA 最大15 mA

バルブ状態の表示 バルブ位置ごとの黄色
LED2個

バルブ位置ごとの黄色
LED2個

作動トルクにおけるモジュールの電力損失 1.8 W 7.2 W

タイプ8644
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6.5.4. 電子基本モジュールME03 / 2倍 単安定 
ME03 / 2倍 双安定

テクニカルデータ ME03 / 2倍 
単安定

ME03 / 2倍 
双安定

寸法(幅x高さx奥行き) 33 x 93 x 60 mm 33 x 93 x 60 mm

重量 54.4 g 49.1 g

保管温度 -20 ...+60 °C -20 ...+60 °C

定格負荷電圧 DC 24 V DC 24 V

バルブ出力の数 2 2 x 2

切り替え時のバルブ位置ごとの消費電流 85 mA 41 mA

約400 ms後のバルブ位置ごとの消費電流 52 mA -

バックプレーンバスからの消費電流 最大15 mA 最大15 mA

バルブ状態の表示 バルブ位置ごとの黄色
LED1個

バルブ位置ごとの黄色
LED1個

作動トルクにおけるモジュールの電力損失 4 W 1.8 W

スイッチング動作後400 msのモジュールの電力損失 
(抵抗での電力損失2 x 0.5 W、バルブコイルで
2 x 0.5 W)

2 W -
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6.5.5. 電子基本モジュールME03 / 3倍 10 mm 単安定 
ME03 / 4倍 単安定

テクニカルデータ ME03 / 3倍 
10 mm 単安定

ME03 / 4倍 
単安定

寸法(幅x高さx奥行き) 33 x 93 x 60 mm 66 x 93 x 60 mm

重量 51 g 91.2 g

保管温度 -20 ...+60 °C -20 ...+60 °C

定格負荷電圧 DC 24 V DC 24 V

バルブ出力の数 3 4

切り替え時のバルブ位置ごとの消費電流 43 mA 85 mA

約65 ms後のバルブ位置ごとの消費電流 (約400 ms後
のME03、4倍 単安定の場合)

28 mA 52 mA

バックプレーンバスからの消費電流 最大15 mA 最大15 mA

バルブ状態の表示 バルブ位置ごとの黄色
LED1個

バルブ位置ごとの黄色
LED1個

作動トルクにおけるモジュールの電力損失 3 W 8 W

スイッチング動作後65 msのモジュールの電力損失 
(抵抗での電力損失3 x 0.25 W、バルブコイルで
3 x 0.25 W)

1.5 W -

スイッチング動作後400 msのモジュールの電力損失 
(抵抗での電力損失4 x 0.5 W、バルブコイルで
4 x 0.5 W)

- 4 W
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モジュールの機能と構造

7. モジュールの機能と構造

7.1. バルブブロック
バルブブロックは、以下のアセンブリで構成されています：

• 接続モジュール/供給(供給、排気および制御補助空気の収集接続)、

• バルブディスク(作動接続、各種バルブ)。

電
気
的
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

供
給
、左

電
気
的
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

バルブディスク
     8倍

供
給
、右

中間
供給

バ
ル
ブ
デ
ィ
ス
ク
 2
倍

バ
ル
ブ
デ
ィ
ス
ク
 2
倍

接続モジュール左 接続モジュール右

図 6: バルブブロックの概略例

空圧式オートメーションシステムは、外部に閉じたユニットを電気的に形成します。モジュラー構造により、内部バ
スノードの数とバルブブロックの消費電流は異なる場合があります。バルブブロックは、電気モジュール/端子と同
様に、外部に標準化された電気的インターフェースを備えています。

バルブブロックの構成にタイプ0461のバルブ(5/2ウェイパルスバルブ、5/3ウェイバルブ)も含まれている場
合は、プロファイルレールEN 50022-35 x 15を使用する必要があります。その他の場合でもこのプロファイ
ルレールを推奨します。

7.1.1. 接続モジュール/供給

空気接続モジュールの形での供給は、供給ラインと内部供給構造間に流体インターフェースを形成します。流体
は、1つのバルブディスクから次のバルブディスクへと供給されます。それにより、供給圧力が全行程にわたってほ
ぼ一定に保たれるため、追加の供給が必要になることがあります。24 (ME02)または16 (ME03)のバルブ位置の後
に設定することをお勧めします。中間供給を利用することにより、空圧チャネルが個々のバルブディスク間で閉じら
れている場合にセグメントも構築することができます。

タイプ8644
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モジュールの機能と構造

電気
接続モジュール

空圧
供給モジュール

電気
接続モジュール

空圧
供給モジュール

接続モジュール左 接続モジュール右

電気
1:1 マーシャリング

中間供給

空圧
供給モジュール

図 7: 供給の概略図

7.1.2. バルブディスクMK03

危険！

高圧による危険！

• ラインやバルブを外す前に圧力を抜いてラインのエア抜きを行ってください。

構造

バルブディスクはモジュール式で、以下で構成されています：

• 電子基本モジュール

• 空圧基本モジュール

• バルブ。

空圧基本モジュール

電子基本モジュール

バルブ

作動接続部(出力)

図 8: バルブディスクのモジュール構造

タイプ8644

日本語



29

モジュールの機能と構造

電子基本モジュールは、バルブが配置されているデジタル出力を切り替えるために使用されます。バルブの動作に
応じて、内部Pチャネルを空圧基本モジュールの作動接続(出力)に切り替えます。

注記！ 
• 差し込まれたバルブは、AirLINEが減圧されている場合にのみ交換してください。

• P遮断を使用する場合、圧力下でもバルブを交換することができます。

バージョン

バルブディスクのモジュラー構造には、いくつかのバージョンがあります：

タイプ 

空圧式/電子式

MP11 / ME02 MP12 / ME03

バルブマニホールド 11 mm 16.5 mm

バルブタイプ 6524
6525
0460

6526
6527
0461

電子基本モジュールの
バルブ位置数

2倍

8倍

2倍
3倍*
4倍

空圧基本モジュールの
バルブ位置数

2倍

8倍

2倍
3倍*
4倍

接続仕様
(空圧基本モジュール)

D6
D4
D1/4」
M5
M7

D8
G1/8"
NPT 1/8"
D4**
D1/4"**
D6**
M5**
M7**

背圧バルブ(オプション) 背圧バルブなし
Rチャンネルの背圧バルブ
R+Sチャンネルの背圧バルブ

P遮断(オプション) P遮断付き*** 利用不可

*   電子/空圧基本モジュールの全幅 = 33 mm、3つのスロット、10 mmバルブ
**  特殊バージョン：3倍、10 mmバルブ
***  特定のバルブタイプおよび機能制限がある場合にのみ使用可能。 6.3.バルブブロックのテクニカルデータ およ
び 7.4.空圧基本モジュール の章を参照してください。
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7.2.   接続モジュール

7.2.1. 接続モジュールの構造

空圧供給
タイプMP11/MP12(左、中央、右)

電気接続モジュール
タイプME02/ME03(左、右)

オートメーションシステムの電気
部品へのインターフェース(フィ
ールドバスノード、電気モジュー

ル/端子)
マーシャリング
(左ソケット、右コネクタ)
Bürkert AirLINEシステムタイプ8644内
のデータルーティング用の電気的イン
ターフェース

開口部圧力計付き機器バージョン

カバープレート

ラッチフック - 空圧基本モジュ
ールMP11/MP12の機械的取
付け

X - プリコントロー排気接続部、
制御補助空気接続部

(R) 3
排気接続部

(S) 5
排気接続部

(P) 1
圧力供給接続部

ネジレール取付け用固定ネジ

クランプ
レール取付け用固定クランプ

(P) 1
圧力供給接続部

X - プリコントロー排気接続
部、制御補助空気接続部

(R) 3 + (S) 5

図 9: 接続モジュールの構造

バージョン

供給は、さまざまな要件を満たすために異なるバージョンで設計されています。  簡単なコミッショニングと診断の
ために、圧力計付きの供給が利用できます。流体接続には、ストレートまたは円錐形のネジ接続とクイック接続シ
ステムがあります。 

特別な機能の場合、流体接続を別々に割り当てることができます。例えば、プリコントロールバルブのエア抜きポー
トは制御補助空気用の接続として使用することができ、異なる圧力を加えてバルブを制御および供給することがで
きます。

タイプ8644
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モジュールの機能と構造

供給は以下によって異なります：

• 圧力計(オプション)

• 接続仕様

MP11 MP12
G 1/4" G 3/8"
D10 NPT 3/8"

NPT 1/4" -

• 制御補助空気  あり/なし

タイプ8644

日本語
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モジュールの機能と構造

7.2.2. 接続モジュール、空圧式 - タイプME02、左

バージョン図

圧力計

電気的インターフェース
Bürkert/Wago I/Oシステム750 
バルブブロック内 (AirLINE)

開口部

空圧接続

R/S
3/5

P/1X

図 10: 供給側面、左

バージョン

供給用接続(P) 1 接続X 排気接続(R/S) 3/5

G 1/4 M5 G 1/4
D10 D4 D10
NPT 1/4 M5 NPT 1/4

• 圧力計装備または非装備の仕様があります

接続X

動作 Xの割り当て

標準 排気、プリコントロールバルブ

制御補助空気 制御補助空気用接続
(制御補助空気での駆動はオプション)

タイプ8644

日本語
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モジュールの機能と構造

7.2.3. 接続モジュール、空圧式 - タイプME02、中央

バージョン図

圧力計

開口部

空圧接続

R/S
3/5

X

P/1

図 11: 中間供給

バージョン

供給用接続(P) 1 接続X 排気接続(R/S) 3/5

G 1/4 M5 G 1/4
D10 D4 D10
NPT 1/4 M5 NPT 1/4

• 圧力計装備または非装備の仕様があります

接続X

動作 Xの割り当て

標準 排気、プリコントロールバルブ

制御補助空気 制御補助空気用接続
(制御補助空気での駆動はオプション)

タイプ8644

日本語
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モジュールの機能と構造

7.2.4. 接続モジュール、空圧式 - タイプME02、右

バージョン図

空圧
接続t

開口部

圧力計

電気的インターフェース
Bürkert/Wago I/Oシステム - 750、
バルブブロック内 (AirLINE)

X

P/1

R/S
3/5

図 12: 供給側面、右

バージョン

供給用接続(P) 1 接続X 排気接続(R/S) 3/5

G 1/4 M5 G 1/4
D10 D4 D10
NPT 1/4 M5 NPT 1/4

• 圧力計装備または非装備の仕様があります

接続X

動作 Xの割り当て

標準 排気、プリコントロールバルブ

制御補助空気 制御補助空気用接続
(制御補助空気での駆動はオプション)

タイプ8644

日本語
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モジュールの機能と構造

7.2.5. 接続モジュール、空圧式 - タイプME03、左

バージョン図

圧力計

開口部

空圧接続

R/S
3/5

電気的インターフェース
Bürkert/Wago I/Oシステ
ム - 750、バルブブロック内 

(AirLINE)

X

P/1

図 13: 供給側面、左

バージョン

供給用接続(P) 1 接続X 排気接続(R/S) 3/5

G 3/8 G 1/8 G 3/8
NPT 3/8 NPT 1/8 NPT 3/8

• 圧力計装備または非装備の仕様があります

接続X

動作 Xの割り当て

標準 排気、プリコントロールバルブ

制御補助空気 制御補助空気用接続
(制御補助空気での駆動はオプション)

タイプ8644
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モジュールの機能と構造

7.2.6. 接続モジュール、空圧式 - タイプME03、中央

バージョン図

圧力計

開口部

空圧接続

R/S
3/5

P/1
X

図 14: 中間供給

バージョン

供給用接続(P) 1 接続X 排気接続(R/S) 3/5

G 3/8 G 1/8 G 3/8
NPT 3/8 NPT 1/8 NPT 3/8

• 圧力計装備または非装備の仕様があります

接続X

動作 Xの割り当て

標準 排気、プリコントロールバルブ

制御補助空気 制御補助空気用接続
(制御補助空気での駆動はオプション)

タイプ8644
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モジュールの機能と構造

7.2.7. 接続モジュール、空圧式 - タイプME03、右

バージョン図

圧力計

開口部

空圧
接続

電気的インターフェース
Bürkert/Siemens
バルブブロック内 (AirLINE)

X

P/1

R/S
3/5

図 15: 供給側面、右

バージョン

供給用接続(P) 1 接続X 排気接続(R/S) 3/5

G 3/8 G 1/8 G 3/8
NPT 3/8 NPT 1/8 NPT 3/8

• 圧力計装備または非装備の仕様があります

接続X

動作 Xの割り当て

標準 排気、プリコントロールバルブ

制御補助空気 制御補助空気用接続
(制御補助空気での駆動はオプション)

タイプ8644
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モジュールの機能と構造

7.3. 電子基本モジュール

7.3.1. 一般的な説明

電子基本モジュールは電気的インターフェーススを介して隣接モジュールと接続されます。この方法で、バルブスロ
ットのバルブの制御信号と電源を得ます。電子基本モジュールおよびバルブディスクはデジタル出力モジュール/端
子のように制御することができます。詳細については、 10.Iコミッショニング の章を参照してください。

バージョン

AirLINEタイプ8644で使用できるバルブは、接続図、バルブ寸法および制御特性が異なります。従って、異なる仕様
の電子基本モジュールがあります。

機能モジュール

LED表示表記フィールド

エジェクタフック

バルブスロット

電気的インターフェース

分配モジュール

空圧基本モジュールへの機
械式接続

図 16: 電子基本モジュールの例(タイプME02 / 2倍)

利用可能なバージョン

バージョン 2倍
モノ

2倍
双安定

2倍 2x
モノ

3倍 
10 mm 
モノ

4倍
モノ

8倍
モノ

8倍 双安
定

8倍 2x
モノ

ME02 X X X - - X X X
ME03 X X - X X - - -

可能な組合せ(電子基本モジュール / バルブ)

タイプ8644
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モジュールの機能と構造

基本モジュールタイプ バルブマニホールド バルブ位置 バルブタイプ 作動方式

ME02 2倍
単安定

11 mm 2 6524 3/2ウェイ
6525 5/2ウェイ

2倍
双安定

11 mm 2 0460 5/3ウェイ 
5/2ウェイインパルス

2倍 
2 x 単安定

11 mm 2 6524 2 x 3/2ウェイ

8倍
単安定

11 mm 8 6524 3/2ウェイ
6525 5/2ウェイ

8倍
双安定

11 mm 8 0460 5/3ウェイ
5/2ウェイインパルス

8倍 
2 x 単安定

11 mm 8 6524 2 x 3/2ウェイ

ME03 2倍
単安定

16.5 mm 2 6526 3/2ウェイ
6527 5/2ウェイ

2倍
双安定

16.5 mm 2 0461 5/3ウェイ
5/2ウェイインパルス

3倍
単安定*

11 mm 3 6524 3/2ウェイ
6525 5/2ウェイ

4倍
単安定

16.5 mm 4 6526 3/2ウェイ
6527 5/2ウェイ

* 10 mmバルブ付き

タイプ8644

日本語



40

モジュールの機能と構造

7.3.2. 電子基本モジュールME02 / 2倍 単安定

構造

電気基本モジュールは分配モジュール(バックプレーンバス)と機能モジュールで構成されています。両方のモジュ
ールは14ピンの基板対基板コネクタで接続されています。

バルブタイプとの組合せ

基本モジュールタイプ バルブマニホー
ルド

バルブ位置 バルブタイプ 作動方式

ME02 / 2倍 単安定 11 mm 2 6524 3/2ウェイ
6525 5/2ウェイ

LEDの機能表示

機能なし

  黄色LED「on」
バルブコイル通電

接続の割り当て、バルブプラグ

1 バルブ +
2 不使用
3 バルブ -

1 2 3

図 17: 電子基本モジュールME02 / 2倍 単安定

タイプ8644
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モジュールの機能と構造

7.3.3. 電子基本モジュールME02 / 2倍 2 x 単安定

構造

電気基本モジュールは分配モジュール(バックプレーンバス)と機能モジュールで構成されています。両方のモジュ
ールは14ピンの基板対基板コネクタで接続されています。

バルブタイプとの組合せ

基本モジュールタイプ バルブマニホールド バルブ位置 バルブタイプ 作動方式

ME02 / 2倍 2 x 単安定 11 mm 2 6524 2 x 3/2ウェイ

LEDの機能表示

機能なし

黄色LED「on」 - バルブコイルB通電

黄色LED「on」 - バルブコイルA通電

接続の割り当て、バルブプラグ

1 バルブコイルA
2 24 V
3 バルブコイルB

1 2 3

図 18: 電子基本モジュールME02 / 2倍 2 x 単安定

タイプ8644
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モジュールの機能と構造

7.3.4. 電子基本モジュールME02 / 8倍 単安定

構造

電気基本モジュールは分配モジュール(バックプレーンバス)と機能モジュールで構成されています。両方のモジュ
ールは14ピンの基板対基板コネクタで接続されています。

バルブタイプとの組合せ

基本モジュールタイプ バルブマニホールド バルブ位置 バルブタイプ 作動方式

ME02 / 8倍 単安定 11 mm 8 6524 3/2ウェイ
6525 5/2ウェイ

LEDの機能表示

機能なし

  黄色LED「on」
バルブコイル通電

接続の割り当て、バルブプラグ

1 バルブ +
2 不使用
3 バルブ -

1 2 3

図 19: 電子基本モジュールME02 / 8倍 単安定
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モジュールの機能と構造

7.3.5. 電子基本モジュールME02 / 8倍 2 x 単安定

構造

電気基本モジュールは分配モジュール(バックプレーンバス)と機能モジュールで構成されています。両方のモジュ
ールは14ピンの基板対基板コネクタで接続されています。

バルブタイプとの組合せ

基本モジュールタイプ バルブマニホールド バルブ位置 バルブタイプ 作動方式

ME02 / 8倍 2 x 単安定 11 mm 8 6524 2 x 3/2ウェイ

LEDの機能表示

機能なし

黄色LED「on」 - バルブコイルB通電

黄色LED「on」 - バルブコイルA通電

接続の割り当て、バルブプラグ

1 バルブコイルA
2 24 V
3 バルブコイルB

1 2 3

図 20: 電子基本モジュールME02 / 8倍 2 x 単安定

タイプ8644
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モジュールの機能と構造

7.3.6. 電子基本モジュールME02 / 2倍 双安定

構造

電気基本モジュールは分配モジュール(バックプレーンバス)と機能モジュールで構成されています。両方のモジュ
ールは14ピンの基板対基板コネクタで接続されています。

バルブタイプとの組合せ

基本モジュールタイプ バルブマニホールド バルブ位置 バルブタイプ 作動方式

ME02 / 2倍 双安定 11 mm 2 0460 5/3ウェイ
5/2ウェイインパルス

LEDの機能表示

機能なし

黄色LED「on」 - バルブコイルB通電

黄色LED「on」 - バルブコイルA通電

接続の割り当て、バルブプラグ

1 バルブコイルA
2 24 V
3 バルブコイルB

1 2 3

図 21: 電子基本モジュールME02 / 2倍 双安定
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モジュールの機能と構造

7.3.7. 電子基本モジュールME02 / 8倍 双安定

構造

電気基本モジュールは分配モジュール(バックプレーンバス)と機能モジュールで構成されています。両方のモジュ
ールは14ピンの基板対基板コネクタで接続されています。

バルブタイプとの組合せ

基本モジュールタイプ バルブマニホールド バルブ位置 バルブタイプ 作動方式

ME02 / 8倍 双安定 11 mm 8 0460 5/3ウェイ
5/2ウェイインパルス

LEDの機能表示

機能なし

黄色LED「on」 - バルブコイルB通電

黄色LED「on」 - バルブコイルA通電

接続の割り当て、バルブプラグ

1 バルブコイルA
2 24 V
3 バルブコイルB

1 2 3

図 22: 電子基本モジュールME02 / 8倍 双安定
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モジュールの機能と構造

7.3.8. 電子基本モジュールME03 / 2倍 単安定

構造

電気基本モジュールは分配モジュール(バックプレーンバス)と機能モジュールで構成されています。両方のモジュ
ールは14ピンの基板対基板コネクタで接続されています。 

バルブタイプとの組合せ

基本モジュールタイプ バルブマニホールド バルブ位置 バルブタイプ 作動方式

ME03、2倍 単安定 16.5 mm 2 6526 3/2ウェイ
6527 5/2ウェイ

1

2 3

4

接続の割り当て、バルブプラグ

1 不使用
2 バルブ +
3 バルブ -
4 FE

LEDの機能表示

機能なし

  黄色LED「on」
バルブコイル通電

図 23: 電子基本モジュールME03 / 2倍 単安定
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モジュールの機能と構造

7.3.9. 電子基本モジュールME03 / 2倍 双安定

構造

電気基本モジュールは分配モジュール(バックプレーンバス)と機能モジュールで構成されています。両方のモジュ
ールは14ピンの基板対基板コネクタで接続されています。 

バルブタイプとの組合せ

基本モジュールタイプ バルブマニホールド バルブ位置 バルブタイプ 作動方式

ME03 / 2倍 双安定 16.5 mm 2 0461 5/3ウェイ
5/2ウェイインパルス

LEDの機能表示

機能なし

黄色LED「on」 - バルブコイルB通電

黄色LED「on」 - バルブコイルA通電

接続の割り当て、バルブプラグ

1 バルブコイルA
2 24 V
3 バルブコイルB

1 2 3

図 24: 電子基本モジュールME03 / 2倍 双安定
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モジュールの機能と構造

7.3.10. 電子基本モジュールME03 / 3倍 10 mm 単安定

構造

電気基本モジュールは分配モジュール(バックプレーンバス)と機能モジュールで構成されています。両方のモジュ
ールは14ピンの基板対基板コネクタで接続されています。 

バルブタイプとの組合せ

基本モジュールタイプ バルブマニホールド バルブ位置 バルブタイプ 作動方式

ME03 / 3倍 10 mm 単安定 11 mm 3 6524 3/2ウェイ
6525 5/2ウェイ

LEDの機能表示

機能なし

  黄色LED「on」
バルブコイル通電

接続の割り当て、バルブプラグ

1 バルブ +
2 不使用
3 バルブ -

1 2 3

図 25: 電子基本モジュールME03 / 3倍 10 mm 単安定
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モジュールの機能と構造

7.3.11. 電子基本モジュールME03 / 4倍 単安定

構造

電気基本モジュールは分配モジュール(バックプレーンバス)と機能モジュールで構成されています。両方のモジュ
ールは14ピンの基板対基板コネクタで接続されています。 

バルブタイプとの組合せ

基本モジュールタイプ バルブマニホールド バルブ位置 バルブタイプ 作動方式

ME03 / 4倍 単安定 16.5 mm 4 6526 3/2ウェイ
6527 5/2ウェイ

接続の割り当て、バルブプラグ

1

2 3

4

1 不使用
2 バルブ +
3 バルブ -
4 FE

LEDの機能表示

機能なし

  黄色LED「on」
バルブコイル通電

図 26: 電子基本モジュールME03 / 4倍 単安定
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モジュールの機能と構造

7.4.   空圧基本モジュール

7.4.1. 一般的な説明

空圧基本モジュールには、後続の用途のために作業接続部が付いています。ロックすることにより、複数の基本モジ
ュールを一列に並べることができます。外部へのシールは保持されます。バルクヘッドを使用することにより、Pポー
トをシールすることができます。それにより、異なる作動圧力でバルブブロックを駆動することができます。

バージョン

バルブ仕様は、バルブマニホールド、バルブの位置数、バルブの接続図、作動接続の仕様、および背圧バルブのオプ
ションの使用によって異なります。考えられるすべてのバージョンが実現されるわけではありません。

3
1
5

R/3のRS
P遮断
S/5のRS

図 27: 空圧基本モジュールの例(タイプMP11 / 2倍)

バルブマニホールド

大きなバルブは広い構造の基本モジュールを必要とします。従って、高流量が実現されます。現在、次のバルブマニ
ホールドがあります：

バージョン バルブマニホールド
mm

2倍
モノ

2倍
双安定

3倍
モノ

4倍
モノ

8倍
モノ

MP11 11 X* X - - X*
MP12 16.5 X X X X -

*  P遮断も利用可能です

モジュールのバルブ位置数

低粒度、コスト削減、バルブディスク構造、および電子機器の利用を最適化することにより、異なる数のバルブ位置
を有するモジュールが有用です。

作動接続の仕様

クイックプラグイン接続かスレッドかを問わず、顧客としてどのバージョンが最適であるか選択してください。
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モジュールの機能と構造

エア抜きポート用の背圧バルブ

特定の用途には、背圧バルブ装着の機能が必要なため、それに対応するバージョンも用意されています：

• 背圧バルブなし、

• Rの背圧バルブ、

• R+Sの背圧バルブ、

• モジュールMP11には、さらに統合されたP遮断が用意されています。

MP11 MP12
D6 D8
D4 G 1/8"
D 1/4" NPT 1/8 "
M5 D6*
M7 M5*
- M7*
- D4*
- D 1/4"*

* 特殊バージョン：3倍モジュール、10 mmバルブ

7.4.2. 統合されたP遮断装備の空圧基本モジュール

一般的な説明

2倍および8倍仕様の空圧基本モジュールMP11の場合、オプションでモジュール内にP遮断を統合することができ
ます。このオプションを使用すると、バルブマニフォールドまたはシステム全体を減圧することなく、故障の可能性
のあるバルブを交換することができます。その際、開放断面の機構によってバルブを交換すると、わずかな残留漏
れしかないほどに減少します。

特徴と制限

P遮断の使用により、完全なシステムの駆動データに関していくつかの制限が生じます：

• バルブタイプ6524 / 6525の流量は約60%*に減少します。

• P遮断を使用する場合、動作圧力範囲は必ず5～7 barにします。そうでない場合、P遮断に問題が発生する可能
性があります。

• 外部制御補助空気を利用するバルブを使用する場合、パイロットバルブの圧力供給が遮断されていないため、P
遮断の使用は、制限された圧力範囲の内部制御空気との組み合わせでのみ可能です。

• P遮断は、一体化された背圧バルブと組み合わせることができます。

注記！ 
P遮断基本モジュールを使用する場合は、バルブマニフォールドへの圧力供給がそれに応じて大きくなるように
してください(最小チューブ直径8/6 mm)。

* 測定の平均値

バルブ交換時の手順
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注意！

• 常に1つのバルブのみ取り外すことができます。

• 取外しの際、Pチャンネルのみが遮断されていることに注意してください！すなわち、バルブを取り外すとき
に、AまたはBに作用する圧力が解放されます。これは、接続されているアクチュエータも減圧され、それによっ
て動きが引き起こされることを意味します。

• アクチュエータの容積が大きい場合は、アクチュエータの動きを回避するために作動接続を遮断することがで
きます。 

バルブを取り外す際、機能的な理由により、最初に大気中に比較的多量の空気が吹き込まれます(P遮断は、必要
な圧力差に達したときにのみ閉じることができるのため)。しかしながら、自動遮断により排気が大幅に減少するた
め、P遮断が閉じられるときに残留漏れが残ります。

 バルブを取り付ける際にシールが正しく挿入されていることに注意してください。

 取扱説明書に記載されているトルクでバルブを取り付けます。

 バルブを取り付ける際には、対応するバルブの静止位置にある作業接続部が切り替えられるまで加圧されている
ことを確認してください。これにより、接続されたアクチュエータは、加圧に対応した動作を行うことができます。

 これらのアクチュエータの動きがシステムに損傷を与えたり、望ましくない動作を引き起こさないようにしてく
ださい。

バルブを交換する前に、システムを電気的に安全な基本状態にしておくことを推奨します。

タイプ8644

日本語



53

モジュールの機能と構造

7.5. バルブ

7.5.1. 一般的な説明

オートメーションシステムは、制御および規制タスクを対処しなければならないすべての分野でますます使用され
ています。バルブは、電子と空気圧の間のインターフェースを形成します。 

バルブは、プリコントロールソレノイドバルブと空圧バルブで構成されています。プリコントロールバルブとバルブ
ハウジングは一緒にクランプされているか一緒にねじ込まれています。この動作原理は、低電力消費および短い切
り替え時間で高圧の切り替えを可能にします。

バルブはメンテナンスフリーです。

タイプ6524 / 6525およびタイプ6526 / 6527のEx認可 II 3 G Ex nA II T4

タイプ6524
(2 x 3/2ウェイ)

タイプ6524 タイプ6525

図 28: バルブの例：タイプ：6524(2 x 3/2ウェイ、6524および6525

バージョン

Air LINEタイプ8644バルブは、以下の作動方式と統合することができます。

バルブ 作動方式 動作 幅 タイプ

3/2ウェイ C (NC) 内部制御空気 10 6524

D (NO)

C (NC) 制御補助空気
(外部)

D (NO)

C - 真空(NC)

2 x 3/2ウェイ 2 x C (NC) 内部制御空気

2 x C (NC) 制御補助空気
(外部)
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バルブ 作動方式 動作 幅 タイプ

3/2ウェイ C (NC) 内部制御空気 16 6526

D (NO)

C (NC) 制御補助空気
(外部)D (NO)

C - 真空(NC)

5/2ウェイ H 内部制御空気 10 6525
制御補助空気
(外部)

内部制御空気 16 6527
制御補助空気
(外部)

5/3ウェイ L ロック中央位置 内部制御空気 10 0460
N 通気

L ロック中央位置 16 0461
N 通気

5/2ウェイインパルス H 内部制御空気 10 0460
16 0461

注記！ 
制御補助空気でのバルブ。

制御補助空気でのバルブを使用する場合、プリコントロールバルブの排気は周囲に逃げます。ポートX( 7.2.接続
モジュール の章を参照)には異なる割り当てがあるため、制御補助空気でのバルブは、バルブマニフォールドの
内部制御空気でのバルブと組み合わせることはできません。 

バルブ6524と6525

  バルブ6524および6525を備えたバルブマニフォールド タイプ8644の構造は、番号PTB 02 ATEX 2048のII 3 
G Ex nA II T4に準拠したゾーン2での使用が認可されています。

ゾーン2における使用での制限

注意！

バルブタイプ6526および6527の場合、温度クラスT4のゾーン2で使用するために、以下の条件でバルブスイッ
チオフ時間制限をTオフ  0.2秒で遵守する必要があります。

• 速いスイッチオンサイクルの場合(バルブスイッチオン時間T印 < 3秒)、

• 最大周囲温度 + 55 °C、

• UNennの最大許容過電圧 + 10%。
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バルブ切り替え時間

Tオン Tオフ t

図 29: バルブ切り替え時間

バルブが3秒以上スイッチオンされている場合、バルブが再びオンになるまでの時間に制限はありません。

正確な仕様については、各バルブのデータシートを参照してください。
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8. 設置

8.1. 安全注意事項

危険！

システムの高圧による怪我の危険！

• ラインやバルブを外す前に圧力を抜いてラインのエア抜きを行ってください。

感電による怪我の危険！

• 装置またはシステムに介入する前に、電圧をオフにしてから再度オンにしてください！

• 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則を遵守してください！
(電子モジュールとバルブの交換は、電圧下でも許可されています)

警告！

不適切な取付けによる怪我の危険！

• 設置は認定された専門家が適切なツールを使用してのみ行うことができます！

意図しないシステムの電源オンおよび制御されていない再起動による怪我の危険！

• システムが意図せず作動しないよう保護してください。

• 設置後に再起動を制御してください。

注意！

媒体排出と誤動作！

シールが正しく装着されていないと、圧力損失による漏れや機能障害が発生することがあります。

• 電子および空圧領域でシーリングが正しく装着されていることを確認してください。

短絡、誤動作

電気的接続には正確な接触が必要です。

• 接触箇所を曲げないでください。

• 接続部が損傷したり曲がっている場合は、該当するコンポーネントを交換してください。

• コンポーネントが完全な状態の場合にのみ、システムをオンにしてください。

注記！ 
システムは直流でのみ操作してください！

システムの損傷を防ぐため、直流でのみシステムに電流を供給してください。

圧力低下を避けてください！ 

圧力低下を避けるために、システムの圧力供給を可能な限り大きくしてください。
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8.2. DINレールからのバルブブロック取外し

危険！

電圧による危険！

• 装置またはシステムに介入する前に、電圧をオフにしてから再度オンにしてください！

• 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則を遵守してください！

AirLINEシステムタイプ8644は、Wago社の I/Oシステム750と組み合わされています。 

バルブブロックは規格レールにしっかりとねじ込まれています。側面には、さらに電気モジュール/端子を接続する
ことができます。

手順：

 隣接するモジュール/端子（ある場合）を外します。

 規格レールのバルブブロック固定を解除します。固定ネジを反時計回りに停止位置まで回します。

 バルブブロックを規格レールから垂直に持ち上げます。

図 30: 規格レールのバルブブロック固定解除

バルブブロックと前モジュールとの間には、> 6 mmのスペースが必要です

 メーカーの説明に従って規格レールからモジュール/端子を外します。
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注記！ 
左側の接続モジュールのインターフェースには、強い力が加わった場合に中断するエレメントが含まれてい
ます。

• バルブブロックを側面に置かずに、許容される設置位置を遵守してください！

図 31: 規格レールからモジュール/端子を外す

8.3. AirLINEシステムの取付け(制御キャビネット内など)

注記！ 
• 取付け前に、固定レールが制御キャビネットまたはシステムにしっかりと固定されているかどうかを確認して
ください。

• 構成ファイルの仕様に従って、取付けの順序を確認してください。

固定ネジを締める前は、バルブブロックと規格レールはしっかりと接続されていません。全体の取付け中に
落とさないようにしてください。

 メーカーの指示に従って、バルブブロックを除くすべての電気モジュール/端子を規格レールに取り付けます。

 先行モジュールのインターフェースに沿って、規格レールにバルブブロックを移動させます。

 固定ネジを時計回りに締めて、バルブブロックを規格レールにねじ込みます。

 他のすべてのモジュール/端子を規格レールに取り付けます。
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注記！ 
大型バルブブロックの場合：

 先行モジュールを取り外します、

 バルブブロックを規格レールに取り付けます、

 ブロックをその終端位置に押し込みます、

 先行モジュールを再接続します。

8.4. 電気機能モジュールの交換

危険！

高圧による危険！ 

• ラインやバルブを外す前に圧力を抜いてラインのエア抜きを行ってください。

短絡の危険！

• 基本モジュール (24 V供給バス)に異物を入れないでください！

機能モジュールは電子基本モジュールの一部です。以下の点に従って交換することができます：

  AirLINEシステムを減圧して無通電で切り替えます、

 スクリュードライバーでバルブの固定ネジを外します、

 バルブプラグからバルブを取り外します、

 フランジシールとOリング(3/2ウェイバルブ)は汚染されていないこと、

 機能モジュールを後部ロック機構から外し、分配モジュール(バックプレーンバス)から垂直に傾けずに引き出
します、

 新しい機能モジュールを分配モジュール(バックプレーンバス)の上に垂直に置き、クリック音が聞こえるまで下
に押します、

 バルブスロットのフランジシール/Oリングでバルブを取り付け、下の図に示すようにネジを締めます( 図32：ネ
ジの締め付け を参照)。

20 Ncm

20 Ncm 30 Ncm

30 Ncm

図 32:   ネジの締め付け
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8.5. 流体的取付け

危険！

システムの高圧による怪我の危険！

• ラインやバルブを外す前に圧力を抜いてラインのエア抜きを行ってください。

• 接続を可能な限り大きくします。

• 使用されていない開いている接続部をネジ式プラグで閉じます。

• プリコントロー排気(x)の接続部は閉じないでください。

• 接続1および3または5の正しい割り当てを確認してください。これらの接続を決して取り違えないでください。

8.5.1. 空圧接続 - 供給

排気

圧力供給ポート

Xチャンネル：
標準仕様：
コントロールバルブの通気
制御補助空気：
コントロールバルブ用Pポート

(R/S) 3/5

(P) 1

図 33: 空圧接続

手順

 対応する作業接続部の仕様に従って、接続を挿入(D10)またはネジ止め(G 1/4、NPT 1/4)します。

注記！ 
プラグイン接続の場合、チューブは次の要件を満たしている必要があります。

• 最小硬度40ショアD(DIN 53505 またはISO 868に準拠);

• DIN 73378に準拠した外径(公称寸法からの最大許容偏差 ± 0.1 mm);

• バリなしで直角にカットし、外径に損傷を与えないこと;

• チューブは、プラグイン接続部の停止位置まで押し込みます。
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8.5.2. プラグイン接続の取外し

 チューブを外すには、プレッシャーリングを押し込み、チューブを引き抜きます。

8.5.3. 空圧接続 - バルブディスク

注記！ 
3/2ウェイバルブの場合、上部接続は空いています！

表記フィールド

5/2と2 x 3/2ウェイバルブ
の作動接続部 

3/2ウェイバルブの作動接続部 

8倍 バルブディスクまたは
4 x 2倍 バルブディスク

図 34: 空圧接続 - バルブディスク

バージョン

5/2ウェイバルブ、2 x 3/2ウェイバルブ

バージョン1 バージョン2 バージョン3
作動接続部、上(2) M5 M7 D6、D4、D1/4
作動接続部、下(4) M5 M7 D6、D4、D1/4

3/2ウェイバルブ

バージョン1 バージョン2 バージョン3
作動接続部、上(0) 内部閉鎖 内部閉鎖 内部閉鎖
作動接続部、下(2) M5 M7 D6、D4、D1/4
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取付け

 対応する作業接続部の仕様に従って、接続を挿入(D6、D4、D1/4)またはネジ止め(M5、M7)します。

 スレッド仕様では、ニップルを使用できます。

接続の表記

 表記フィールドにバルブ接続のデータを表記します。

8.6. 電気的取付け
危険！

感電による怪我の危険！

• 装置またはシステムに介入する前に、電圧をオフにしてから再度オンにしてください！

• 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則を遵守してください！

電気的取付けに関する情報は以下に記載されています：

www.wago.com  ドキュメント  Wago I/O - システム750 
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9. メンテナンス、トラブルシューティング

9.1. 安全注意事項

危険！

システムの高圧による怪我の危険！

• ラインやバルブを外す前に圧力を抜いてラインのエア抜きを行ってください。

感電による怪我の危険！

• 装置またはシステムに介入する前に、電圧をオフにしてから再度オンにしてください！

• 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則を遵守してください！

警告！

不適切なメンテナンス作業による怪我の危険！

• メンテナンスは認定された専門技術者が適切なツールを使用してのみ行うことができます！

意図しないシステムの電源オンおよび制御されていない再起動による怪我の危険！

• システムが意図せず作動しないよう保護してください。

• メンテナンス後に再起動を制御してください。

9.2. ラブルシューティング

障害 考えられる原因 除去

バルブが切り替わら
ない

動作電圧なし、または不十分  電気的接続を確認してください

 銘板に従って動作電圧を確認してください。
手動操作が中立位置にない  手動操作をゼロ位置にしてください
圧力供給が不十分または利用でき
ない

 可能な限り大きな圧力供給を行ってください
(圧力制御、メンテナンスユニット、シャットオ
フバルブなどの上流装置の場合でも)。

最小動作圧力  2.5 bar
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障害 考えられる原因 除去

バルブの切り替えが遅
れる、またはエア抜き
ポートで吹き出す

圧力供給が不十分または利用でき
ない

 可能な限り大きな圧力供給を行ってください
(圧力制御、メンテナンスユニット、シャットオ
フバルブなどの上流装置の場合でも)。

最小動作圧力  2.5 bar
圧力上昇中にバルブが基本位置に
ない (無通電)

 バルブを切り替える前に、バルブブロックに
圧力を加えてください。

サイレンサー(背圧)が汚れている
か、または小さすぎるため、排気ダク
トの通気が不十分

 適切なサイズのサイレンサーまたは拡張容
器を使用してください。汚れたサイレンサー
をクリーニングしてください。

 汚れたサイレンサーをクリーニングしてくだ
さい

プリコントロールバルブまたはメイ
ンバルブに不純物または異物

 バルブを交換してください

バルブブロックに漏れ
がある

モジュール間にOリングがないか破
損している; 

バルブと空圧基本モジュールとの間
にプロファイルシールがないか、ま
たは間違って配置されている

 漏れ箇所やシールの欠落を確認してください
 シーリングが欠如している場合は取り付け、
破損している場合は交換してください。

9.3. コンポーネントのメンテナンス

9.3.1. ULの取扱い

UL認定のタイプ8644バルブマニフォールドは、UL認定の製造センター、組立センターまたはサービスセンターで
のみ改造することができます。

システムへの干渉は許可されていません。これは、特に次の場合に適用されます：

• コンポーネントの損傷、

• 空圧モジュールのロックを解除しなければならないモジュールにおけるバルブマニフォールドの拡張。

注記！ 
バルブの交換はメンテナンス点検が許可されています。その際は一般的な安全上の注意を遵守してください。
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10.   コミッショニング

10.1. 安全注意事項

警告！

不適切な作動による怪我の危険！

不適切な操作は、怪我、装置およびその周囲環境への損傷につながる恐れがあります。 

• コミッショニング前に、作業員が取扱説明書の内容を把握し、完全に理解していることを確認する必要があり
ます。

• 安全注意事項および適切な使用は遵守される必要があります。

• 十分に訓練された有資格者にのみシステム/装置を操作することができます。

10.2. 流体コミッショニング

注記！ 
• 供給圧力をオンにします。

• 次に電圧をオンにしてください！

流体コミッショニング前の処置

 接続、電圧および動作圧力を確認してください！

 最大駆動データ(銘板を参照)を超えないでください！

 接続1および3または5の正しい割り当てを確認してください。これらの接続を決して取り違えないでください！

 電気作動中に手動操作のロックを解除してください！

10.3. 電気コミッショニング
電気コミッショニングに関する情報は以下に記載されています：

www.wago.com  ドキュメント  Wago I/O - システム750 
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10.3.1. GSDファイル内のモジュールの選択

GSDファイル内のさまざまな電気基本モジュールのモジュール名は次の表に示されています。

バルブマニホールド モジュール名 GSDファイルのエントリー

11 mm

ME02 / 2倍 単安定 Bürkert 8644 単安定 2 DO
* Bürkert 8644 単安定 2 DO

ME02 / 2倍 2 x 単安定 Bürkert 8644 単安定 4 DO
* Bürkert 8644 単安定 4 DO

ME02 / 8倍 単安定
(ID 00148843)

Bürkert 8644 単安定 8 DO V1
(2 DO x4に相応)

ME02 / 8倍 単安定
(ID 00218237)

Bürkert 8644 単安定 8 DO V2

ME02 / 8倍 2 x 単安定 Bürkert 8644 単安定 16 DO

ME02 / 2倍 双安定 Bürkert 8644 双安定 4 DO
* Bürkert 8644 双安定 4 DO

ME02 / 8倍 双安定 Bürkert 8644 単安定 16 DO

16 mm

ME03 / 2倍 単安定 Bürkert 8644 単安定 2 DO
* Bürkert 8644 単安定 2 DO

ME03 / 3倍 10 mm 単安定 Bürkert 8644 単安定 3 DO**
* Bürkert 8644 単安定 3 DO**

ME03 / 4倍 単安定 Bürkert 8644 単安定 4 DO
* Bürkert 8644 単安定 4 DO

ME03 / 2倍 双安定 Bürkert 8644 双安定 4 DO
* Bürkert 8644 双安定 4 DO

*  モジュールは、データバイトを利用するために先行モジュールと組み合わされます
** 1ビットは空いています

接続モジュールと中間供給はバスノードではなく、考慮されません！
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11. 梱包、輸送

注記！ 
輸送中での損傷！

装置の保護が不十分な場合、輸送により損傷を受けることがあります。

• 装置を埃や湿気から保護し、耐衝撃性の梱包材を使用して輸送してください。 

• 許容保管温度を超過したり下回らないようにしてください。

12. 保管

注記！ 
誤った保管により装置の損傷につながる場合があります。

• 装置は乾燥した清潔な場所に保管してください！

• 保管温度。-20 ...+60 °C     
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13. 廃棄処分
 環境に配慮した方法で装置と梱包材を廃棄処分してください。

注記！ 
媒体により汚染された装置部品による環境被害。

• 該当する廃棄規則および環境規制を遵守してください。   

国内の廃棄物処理規定を遵守してください。
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